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一般社団法人サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）年次大会
2025において、東海国立大学機構が「第1回サステイナビリティレポートアワード奨励
賞」を受賞しました。今回の受賞は、環境報告書2025が機構全体の取組を一体的にま
とめていること、環境マネジメントデータを具体的に開示し、目標未達の要因まで丁寧
に説明するなど誠実で透明性の高いこと、学生インタビュー記事や表紙デザインの公募
など、多様な主体を巻き込む工夫にも創意が見られた点が高く評価されました。

岐阜大学は、岐阜県が推進するぎふSDGs推進パートナー登録制度において、
2025年度第1回登録にて、最上位区分である「ゴールドパートナー」として登録されま
した。SDGsの達成に向けて、環境・社会・経済の三側面において重点的かつバランス
の取れた取組を行っている事業者を岐阜県が登録・認定する制度です。岐阜大学では、
教育・研究・地域貢献活動を通じて、持続可能な社会の実現に向けた取組を積極的に
推進しており、今回の登録はその活動が広く認められたものです。

岐阜大学は、持続可能な社会の実現に向けた取組が評価され、2024年度のサステイナブル
キャンパス評価システム（ASSC）において最上位である「プラチナ認証」を取得しました。ASSCは
CAS-Net JAPANが、持続可能な環境配慮型社会の構築に貢献する大学キャンパスを促進する
取組の一環として導入した評価・認定制度です。岐阜大学は2018年度にゴールド認証を取得
し、2021年度には初のプラチナ認証を取得しました。今回2024年度の認証更新においても、
引き続きプラチナ認証を取得することができました。

名古屋大学宇宙地球環境研究所の坪木和久教授は、2017年に初めて航空機によるスーパー台
風観測を成功させて以来、台風の航空機観測を継続的に実施し、台風の眼内部で中心気圧を測定
する航空機観測技術を確立し、観測データをリアルタイムで気象庁や世界各国の気象予報機関へ
送信する体制を構築しました。これにより台風強度の予測精度向上に寄与し、防災対策において顕
著な貢献を果たしました。また国の専門委員などとして多くの活動実績があり、国の防災施策の充
実強化に貢献しました。

この表彰は、災害時及び平時の防災活動において功績が顕著であると認められる団体または個
人を対象として表彰するものです。
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　岐阜大学は、地域活性化の中核拠点としての役割を担い、
自治体や産業界との連携により、地域社会及び人類が直面
する課題解決に貢献するイノベーションの創出をミッション
としています。このミッションのもと、地域に根差した持続可
能な発展と社会的価値の創造を目指しています。
　脱炭素社会の実現に向けて、東海国立大学機構では、
「カーボンニュートラル推進室」のもと、社会と連携してカー
ボンニュートラル達成に向けた取組を進めています。大学
キャンパスにおいても「省エネアクトforゼロカーボンキャン
パス」のスローガンのもとに、省エネ・節電行動を推進してい
ます。
　岐阜大学では、2009年に「環境ユニバーシティ」を宣言し、
全学で環境マネジメントシステムISO14001の認証を取得し
ています。その運用に不可欠となる内部環境監査は、教職員
だけでなく、学生の参画による協働で行われており、岐阜大
学全体の環境意識が醸成されていることを自負しています。
　2025年には産学官連携による「持続可能な航空機生産の
ためのコンソーシアム（CSAP）」を発足し、生産技術の向上
を通じ、省エネ・脱炭素技術の社会実装に向けて取り組んで
います。さらに、2026年４月には戦略的イノベーション創造
プログラム（SIP）における研究開発テーマの中核として「ア
ンモニア・水素利用ゼロカーボンエネルギー実証拠点」を
キャンパス内に開設しました。脱炭素社会の実現に向けて次

　名古屋大学学術憲章では、名古屋大学の使命を「人々の幸
福に貢献すること」とし、人間性と科学の調和的発展を目指す
ための高度な研究と教育を実践する、と定めています。人々が
幸福になるためには、現代社会の抱える諸課題を解決してい
かなければなりません。現代社会における喫緊の課題の一つ
は環境問題です。とりわけ地球温暖化という環境変化が最も
深刻な問題であることは衆目の認めるところです。もはや異常
気象は異常ではなくなり、本年5月からは防災気象情報につい
て、警戒レベルを付記するようになり、最高レベル5の特別警
報も出されるに至っています。急激な環境変化は、地球に住む
全ての生命にとってとてつもない脅威です。その脅威と戦うた
めに、人類は全ての叡智を結集しなければなりません。
　名古屋大学は全国に先んじて環境学研究科を2001年に設
置しました。そこでは文理融合によって「持続性学」「安全・安心
学」を柱に教育と研究を進めています。また近年では、カーボン
ニュートラル達成と脱炭素社会構築のため、未来社会創造機
構のもと「脱炭素社会創造センター」を2022年に設置いたし
ました。ここでは、「地球の危機」に対して名古屋大学の「知」を
総動員し、最先端研究や文理融合・超学際による課題解決に
取り組み、次世代の新たな価値と未来社会の創造を目指して
います。また、２件採択されているCOI-NEXT（共創の場形成
支援プログラム）のうち、変環共創拠点では、「消費から変環
へ」と題し、二酸化炭素の回収などを柱に、官民を巻き込んで
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世代エネルギーとして注目される水素・アンモニアの利用技
術を、研究から実証、社会実装まで一体的に推進する中核拠
点として始動しています。
　今こそ、皆さん一人ひとりが地球に目を向けて、カーボン
ニュートラルや環境問題について一緒になって考えることが
重要です。岐阜大学は環境に関する教育・研究のさらなる充
実を図り、今後も環境課題の解決に貢献していきます。

環境に優しい持続可能な社会の構築を目指します。
　しかし、何より大事なのは身近なところから構成員の皆が
環境問題、地球温暖化問題に取り組んでいく姿勢だと考えま
す。そこで、キャンパスのカーボンニュートラル化に向けた取
組、「省エネアクトforゼロカーボンキャンパス」を進めています。
そこでは、総長が先頭に立って目標値を定め、毎年地道な取
組により省エネ活動を継続しています。名古屋大学はこれから
も、東海国立大学機構の一員として岐阜大学とのシナジーを
最大化しながら、社会の課題解決に向けて邁進してまいります。
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